
 

2022 年度協定留学プログラム 

派遣学生留学状況報告書（最終） 

 

 

非公開希望 項目 内容 

 所 属 
国際社会科学部／

研究科 
国際社会科学科／専攻 

4 年（留学年次） 

4 年（帰国年次） 

原則 

公開 
留学先 

※大学名、学部、学科名を記入してください。 

東呉大学 國際交流 

原則 

公開 
留学期間 

※実際の留学期間（留学先での授業期間）を記入してください。 

2022年 9月 5日 ～2023年 12月 30日 

出国日 2022年 9月 23日 

最終帰国日 2023年 1月 8 日 

 

留学の状況について、各項目について書いてください（合計 1,500 字以上）。これから海外留学

をする学生にとって貴重な情報となりますので、なるべく仔細な記述をお願いします。 

 

１．留学全般について 

（１）留学当初の所感（第１・２回目報告書記載）について、自己評価や、留学前からの意識

の変化等 

1．台湾茶について学ぶ 

第 1 回目報告書：台湾に留学を決めた理由の一つである台湾茶を学ぶという目標を達成し

たい。具体的には、台湾茶で有名な猫空に行きたい。『台北市鐵觀音包種茶研究開発推進セン

ター』に実際に足を運ぶことで茶葉を生産する過程などについて学び、『邀月茶坊』にて実際

に茶芸体験をすることで実体験を持って台湾茶について存分に理解を深めたい。→達成 

第 2 回目報告書：上記の体験についてレポートを作成する。→達成 

2．中国語の授業を履修し、帰国後に HSK3級を取得する 

第 1・2 回目報告書：中国語の授業を２つ履修し週 3 回の授業を受講することによって、中

国語の知識を身につけ実際に会話の中で簡単な中国語を理解し話す事ができるようになるこ

とが目標。街中で出会う単語などを徐々に覚え、実践的な中国語を身につけ使用できる状態

を目指す。→未達成 ⇨帰国後に引き続き勉強し、2 月に HSK3級を受験する予定 

 

（２）留学前にもっと準備をしておけばよかったと感じること 

1．繁体字に触れる機会を作る 

繁体字に慣れておくとよかったと思う。台湾は繁体字を使用しているが、大学で習った中

国語は簡体字だったたため、大きなギャップを感じた。 

2．台湾の中国語（台湾華語）を使って、会話練習をする 



また座学で大学の中国語を学んでいたが、中国語を使用するコミュニケーションを中心に

学んでおけばより自由に活発に行動できたと思う。具体的には、オンラインで台湾華語の会

話を学んでから留学に来る方がより有意義に過ごす頃ことができると感じた。 

 

２．留学先大学について 

（１）留学先大学の授業や教授等についての印象や感想 

1．繁体字の使用、頻発する言葉の違い 

大学では簡体字で中国語を履修していたが、台湾で使用する中国語は繁体字のため始めの

頃は戸惑うことが多かった。また、台湾で使用する中国語と中国大陸で使用する中国語には

それぞれ頻繁に使用する言葉がある。街中を歩き買い物をすると、このような違いを実際に

体験できる。そのためこのような観点からも、大学で学んだ中国語との違いがある。 

2．留学生用初級中国語の授業は、レベル調整後、教科書に沿った授業形態 

初級中国語の授業は留学生用に実施されたため、留学生のみが参加した。しかし、初回の

授業では中国語が堪能な生徒とそうでない生徒の中国語のレベル差が顕著に現れた。そのた

め、中国語が堪能でない生徒にレベルを合わせ中国語の発音練習から始めた。実際私自身は

中国語が堪能ではなかったため、初回の授業では先生と中国語を用いて会話することができ

なかった。中国語のレベルが調整されたため、初級の中国語を問題なく履修することが可能

になった。生徒に合わせて中国語のレベルを調整した後、オンラインあるいは紙媒体の指定

された教科書を用いて授業が行われた。 

3．Field Trip が多い 

士林、淡水、板橋などで各所の歴史や文化などについて学びながら、実際に歩き回って目

で見て体験する機会が多い。特に台湾と関連のある授業では、このような傾向がある。 

 

（２）留学先大学のキャンパスや施設についての印象や感想 

1．階段の上り下りが多い 

学校内のエレベーターは利用時間が決まっており、授業の間にある休み時間には稼働して

いないため階段を何段も上り下りする必要がある。 

2．バス（557）を頻繁に利用する 

学校前から士林站行きのバス（557）を利用することが多い。バスのアプリを使用して、い

つ頃到着するか調べることが可能。また、土日はこのバス（557）の台数が少ないので他のバ

スを利用することが多かった。 

台湾バスアプリ URL (無料、Apple): 

https://apps.apple.com/jp/app/%E5%8F%B0%E7%81%A3%E5%85%AC%E8%BB%8A%E9%80%9A-%E5%8

F%B0%E5%8C%97-%E6%A1%83%E5%9C%92-%E5%8F%B0%E4%B8%AD-%E5%8F%B0%E5%8D%97-%E9%A

B%98%E9%9B%84-%E5%9C%8B%E9%81%93%E5%AE%A2%E9%81%8B/id546638848 

 

（３）留学先大学の留学生に対するサポート体制について 

語学面：留学生を対象とした語学補習講座のようなものが授業として或いは授業外で開講さ

れているのかどうか、また開講されている場合は、その時間数や内容、費用等につ

いて書いてください。 



1．華語センターを利用することが可能だが、授業でも十分学ぶことができる 

華語センターが設置されており、中国語の授業を多く受講したい場合には相談できる。

私の場合は留学生向けの中国語の授業を週 3 回受講していたが、発音や単語、簡単な文法

など十分に中国語を学ぶことができたと感じている。 

2．最初は授業を受講してみると、他授業と比較することが可能 

東呉大学国際センターから送付された中国語の授業の一覧には初級や中級などレベルが

記載されているが、受講することで実際に難易度を確認することができる。初回の授業を

受講及びそれぞれを比較し、その後取り消しあるいは継続して受講するか決めることで自

分に合う授業を受けることができる。 

生活面：生活面のサポートや留学生向けのイベントについて書いてください。 

1．留学生対象の大きなイベントが留学初めと終わりにある 

参加者は、各々のバディ及び留学生。英語を使用して簡単なゲームを行い、バイキング

スタイルで夕食を楽しむ。食事をしながら、留学生同士や東呉大学の現地学生と交流する

ことができる。 

 

資金面：現地で得られる奨学金等の情報があれば書いてください。 

該当なし 

 

（４）留学先大学周辺の治安について書いてください。 

1．基本的に治安は悪くない 

親切な人が多く、夜遅くまで遊んでいても基本的に安全。一方で、場所によっては街灯

が少なく薄暗い印象を受ける。また交通面に関しては、バイクが多く行き交うため歩行の

際には気をつける必要がある。 

 

（５）その他留学先大学についての印象や感想があれば書いてください。 

特記事項なし 

 

（６）留学先での履修科目等 

※本学での単位認定に関係なく、①に派遣先で履修した科目名をすべて記入してください。単位が認定された場合は、そ

の科目の②に本学での科目名を記入してください。行は適宜追加してください。 

※成績証明書を添付してください。 

①留学先での履修科目名（単位数） ②本学で単位認定された科目名（単位数） 

初級口說華語 Speaking in Elementary Chinese  

東亞社會與文化導論 Introduction to the 

Societies and Cultures of East Asia 
 

台灣社會變遷 Social Changes in Taiwan  

初級文化華語 Chinese Culture in Elementary 

Chinese 
 



產 品 設 計 與 管 理 Product Design and 

Management 

 

日本概論 Introduction to Japan  

 

３．宿舎について 

（１）種類 

大学の寮 

（２）家賃 

半年（現地通貨）12,000元（deposit：1000 元）、（日本円）約 51,420円（deposit：4,285円） 

（３）食事 

自炊、学食、外食 

（４）大学までの交通手段、所要時間 

徒歩、教室まで約 5分〜10 分 

（５）感想、良かった点・悪かった点 

1．良かった点：困った時に相談相手がいる 

勉強や余暇の過ごし方など、困った時に相談できる。日本語学科の台湾人とそれぞれの

言語を教え合うことや、台湾のおすすめスポットや美味しいものを教えてもらうことがで

きる。また学校の施設についてわからないことがあれば、相談することができる。 

2．悪かった点：人数が多いため 1 人になる時間がほとんどない 

始めは 6 人で生活していたが、他の部屋から 2 人入室希望だったため 8 人に増加。常に

誰かといることがストレスに感じることもある。 

3．悪かった点：生活リズムや生活スタイルの違いが大きいと、最悪の場合体調を崩す 

私の部屋では、目覚まし時計のスヌーズを 10 回以上する学生がおり、度々起こされてい

たため睡眠時間が足りず具合が悪くなり 1 日寝込んでしまった経験がある。そのことにつ

いて、同室の学生全員と話し解決することができた。しかし不満を口に出すことが難しい、

あるいは不満を口に出しても改善できない場合生活に支障をきたす恐れがある。他の部屋

ではゴミを１箇所に集めており誰も外に捨てに行かないため、異臭を放っていたらしい。

部屋替えを希望することはできるので、そのことが原因で部屋を替えてもらった学生もい

る。 

 

４．費用について 

（１）学費 

協定留学のため、該当しない 

（２）渡航方法と金額 

飛行機往復、（日本円）77,150円 

（３）生活費（※宿舎費を含めた金額を記入してください。） 

（現地通貨）月額 約 17,000 元、（日本円）約 70,000 円 

（４）費用の持参方法 



デビットカード/クレジットカード/現金 

⇒その方法についての感想、良かった点・悪かった点 

1．デビットカードはデパートなどの買い物に最適 

デパートなどの大型ショッピングセンターではデビットカードを使用することができる。

即時引き落としを確認できるため、お金の管理をするのが簡単。 

2．クレジットカードはキャッシングするのに便利だが、注意が必要 

海外キャッシングを行う際には、デビットカードではなくクレジットカードを使用する

ことによって手数料を抑えることが可能 

デビットカード：手数料が 1.8〜3.0%程度 

クレジットカード：手数料が 220 円程度、金利が 15〜20%程度 

クレジットカードを使用し、手数料を抑え金利 0で海外キャッシングをする方法 

①台湾にある ATMで海外キャッシングを行う 

台湾の ATM でも銀行によっては手数料がかかるので注意。台湾 ATM海外キャッシング

手数料比較サイト URL：https://clubtaiwan.net/blog/2018/12/23/cashing-atm-fee/ 

②海外キャッシング後、クレジットカード会社のキャッシングデスクに電話 

案内に従ってプッシュボタンを押して対応。電話に時間を要するため、この方法でキャ

ッシングを行う場合は通話回数や時間制限のない SIMカードを購入するのをおすすめする。 

③クレジットカード会社に、すぐに返金する旨を伝える 

金利は海外キャッシング後から返金するまでに日数がかかるほど発生する仕組みのため、

すぐに返金する旨を伝える。 

④スマホのアプリを使用し、振込 

クレジットカード会社から振込先を聞き、メモを取り期限内に振込を行う。 

 

（５）「学習院大学海外留学奨学金」を受給した場合、その主な支出内容と金額の内訳 

1．留学費用 

食費：50,000円程度 

交通費：4,8000 円程度 

衣服やお土産：45,000円程度 

2．帰国後費用 

帰国後 HSK 受験費：6,160 円 

 

５．保険について 

（１）保険会社名 

東京海上日動海外旅行保険 

（２）保険料 

33,430 円 

（３）加入した保険の種類、内容 

学習院大学 学研災付帯海外留学保険 プラン E 

（４）感想、良かった点・悪かった点 

1．24時間いつでも問い合わせることが可能、かつ LINE で通話可能 



いつでも相談することができるため、何かあった時に対応してもらえる。また LINE 通話対

応をしているので、通話料がかからない 

2．帰国後 72 時間以内の受診であれば保険適応 

台湾滞在時から即頸部が腫れており、帰国後に 2つの病院で検査を行った。LINE 通話を使用

し相談した後、保険金請求書と受診証明書を送付したところすぐに対応してくれた。診察料

や検査代、病院までの交通費（往復）なども全額返済してくれた。 

 

６．荷物について 

（１）荷物の送付方法 

手荷物／その他（母の旅行時に受け取り） 

（２）持って行って良かったと思う物  

1．多めのハンガー（通常のハンガー、物干しハンガーなど） 

2．大量のティッシュ 

3．ドライヤー 

4．SIM ピン 

5．薬（頭痛薬、風邪薬、胃薬、塗り薬など） 

6．爪切り 

7．食器（箸、お椀、マグカップ、タッパー、スプーンなど） 

8．折り畳み傘（雨用、兼紫外線対策用） 

9．紫外線対策用の帽子 

10．水筒 

11．筆記用具 

12．大量の綿棒 

13．体温計 

14．虫除けスプレー 

15．カイロ 

16．青汁 

（３）持って行く必要が無かったと思う物  

該当なし 

 

（４）持って行けば良かったと思う物  

1．電子レンジ対応の食器（タッパーなど） 

2．冬服 

3．パスケース 

 

７．平日および週末の平均的な過ごし方 

（１）平日 

1．授業は無理のない範囲で受講 

1,2 限目（8:10-10:00）は受講せず、夕方から夜にかけて空けていた。夜遅くなることも考

慮して、無理のない範囲で履修を組んだ。 



2．昼食は食堂や寮前のキッチンカーで購入、夕食は士林など外に出かけることが多い 

授業やその日の予定によって変動するが、ルームメイトやバディと相談して一緒に昼食や

夕食を食べることが多い。 

 

（２）週末 

1．余暇は遠出することも多々ある 

以下の場所にバディ、及びルームメイトとともに行った。 

・迪化街：台湾茶やドライフルーツなどが多く販売されている 

・臺北市立動物園：台湾で最も大きいとされる動物園 

・猫空：台湾茶について学ぶことができる 

・國立故宮博物院：歴史的な展示物を見ることができる 

・台北 101：台北の街が一望でき、101の内部構造を知ることができる 

・新竹：バディの実家がある街、台北とは異なった雰囲気がある 

・淡水：燃えるような美しい夕焼け 

・九份：『千と千尋の神隠し』の舞台とされている、台湾茶や芋圓が有名 

（日本語学科のイベントに参加、多数の学生と共に行動） 

・台南：台北とは異なる料理や文化を体感することができる 

・野柳地質公園：海岸に不思議な形の岩が多くある 

 

８．後輩へのアドバイス等 

観光だけでは出会うことのできない料理や文化に触れることができるので、現地の台湾人と

友達になるとより充実した留学生活を過ごすことができると思います。 

 

９．その他、雑感や要望など書きたいことがある場合は自由に書いてください。 

iPhone 故障の際の対応方法 

留学期間中に iPhone が故障し、画面がつかなくなってしまった。その時の体験がお役に立つ

かわかりませんが、記入します。 

①台湾の Apple ストアの予約を行う 

現地の台湾人の友達がいる場合、予約から店舗に行くまで全て付き添ってもらう方がいい。

専門用語が多いため、理解する難易度が高い。私の場合は直近の予約の空きがだいぶ先の日程

だったため、台北 101 内の Apple ストアに開店時間に合わせて入店した。 

②Appleストアに行って現状を説明する 

台湾人の友達が待ち合わせに遅れていたため、英語で状況説明をして中身を調べてほしいと

伝えたが自国で直すことを勧められ対応してもらえなかった。その後他のスタッフに台湾人の

友達が説明してくれたところ、エンジニアが中身を細かく調べてくれた。 

③iPhone 受け取り 

修理することが決定し、私の場合は iPhone 自体の問題だったため（こちらに過失がない）無

償で行ってくれた。 


